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甘蔗 汁 の 醗 酵 に 關 す る 研 究 （第 7 報）

石茨法 、 巌酸法、亞硫酸 法 に依 る清淨蔗汁及

シ ラ ツ ブの 成分 こ そ の 醸酵試驗

緒 言

大 津

（大 日本 製糖赦式會祕新 恃製糖所）

、

嘉 納

　廿藤汁の 醗酵試驗に關 し て は襲 に毫灣總督 府糖業試驗1御Ii藤 博士 の 御指導 を得 て 、 背簾 の 月齡別
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　 での

に 依 る 藤汁の 醗酵試 驗 、 甘簾汁 の 濃度 の 酒精醗酵に 椡 窰 す影響、清淨甘簾 汁の 酵母 の 増養基 と し て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3）
の 價値及び 共 の 醗酵試驗 、 臺灣大蝗 虫 よ り分離せ る 廡汁醗酵 々 母 8atcharemyces　batta　；こ依 る藤汁
　 　 　 　 　 　 　 ぐり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛5）（en
の 工業的醸酵試驗 N 藤汁の 醸醒 を促蓮せ しむ る 「醗酵 ア ウーt一シ ン 」馨に 就き襯究の 結巣を竣表した

が 之等 の 研究 に 依 り蔗汁の 本來の 醗酵歌態を知 る事が 出東た 。 原粁 甘薦 を囈搾加永 し た混合薦汁ぱ

製糖工場に於 て 、 自糖製造注 の 型式で あ る 石灰洙 、 炭酸法 、 亞硫酸法の 3種 の 異 つ た 方法に依 り清
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

淨 し 、 簾汁中V2 非 糖分物質を沈澱除去し て 簾汁 の 純塘傘を向、ftせ しめ て 更に簾糖 の 轉化 を防 ぎつ つ

加熱濃縮 し て 溝淨 シ ラ ツ プ を造 り之 を減壓濃縮 し て 蔗 糖を結晶分離し て砂 糖を製造す る が 、 斯 く處

理 された徹 爭蔗 汁及 シ ラ ツ プ は 清潭 か法の 異る に 從ひ成分 の 含有率を甚 し く異に す る 。

　斯 く噬理 せ る簾 汁の 醗酵駅態が 原混合蔗汁の 醸醒朕態に 對比 し 郊例 に變化 す る か を調査 す る事 lt

頗る興味あ る問題 で あ るばか りで な く h シ ラ ッ プ を濃縮 し て 砂糖を製遣分離 せ る殘液即ち糖蜜 は 酒

精原料 と・し て 使用し居る關係 ヒ、糖蜜 の 醗酵状態 を吟味檢討する ヒに も必要なる事柄で あ る 。

1． 滴淨工 程の 概麥

　1）　石　　灰　　法

　熟成甘簾 （薦汁 Brix　20°

）を匹庫 Mill に ζ曠搾加水 （30％） し た る混合 粗藤ll’（Btix　140、

pH 　5．3） を約 10S℃ に 加熱し 、   灰乳 （B65 ∩

） を添加 して 薦汁 rP の 非糖分物貿を沈澱 せ しむ 。

　斯 く麩理 され た藤汁 は pH 　6《」7 と な り石灰分 を 500即 600m鮮 L 含有す 。 右灰驍 を添加 せ る簾

1トぱ沈澱棔 に 遥 り約 1時 間放置すれ ば ．ヒ穉が清澄す る に薬 る Q

　．ヒ澄簾汁は 取 ゆ鼡 し 、 槽底の 沈澱薦汁は 更に 100°C に カil熟し 、 壓濾機 に て 濾過 し 之 を前記 の i：

澄藤汁 と混合 し 所 謂満
≧

淨藤汁を得 る 。 壓濾殘渣 （cake ）硬 原矛¶21t 礁重景の 糸
’
J
− 15％ に 相雷 す る 。

　清淨簾汁 （Brix　14°

）は遲滯 な く多重効用罐 （蒸竣罐） に て 減腿濃縮 し Br三x 　55°

前 後 の 濃厚液

即 ち粗 シ ラ ツ プ とな す 。 之は 石灰分 を約 1500mg／L 賓有 し pH 　7 前後で あ っ 。
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効用罐に て 簾 汁を濃縮す る 歌況 及罐内 の 源凄 、蕉 汁の 濃度等 は
．
恥體次 の 夘ぎ關係 とたる 。

　　　　　　　　　効
．
用罐　　　　　　　　　薦計 の 濃魔　，　　　　　　　 温度（液温）C

　　　　　　　　　 1號嬢 　 ．　 　 　 　 14。 　 　 　 　 　 97°
〜 105 °C

　　　　　　　　　3 號 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　　　．　　　
’
　700〜 　800C

　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 號 ” 　　　　　　　　　　　　300 　　　　　　　　　　　 600〜 650C

　　　 　　 　　 　　 4驍
”
　　　　　　　　　　　　　　　　50tV55e　　　　　　　　　　　　　　　500 〜 　550C

149

　 効聯帳rilの 蒸發熟源 と し て 、 1號罐 の 加熱室 に は 生蒸汽を導入 し 、 清淨簾「1一は 1號罐中 に て 常壓

（或は減 腿） に て 加熟蒸發せ ら れ つ つ 蓮續的に第 2、雛 3、第 4 號罐に 移行 し最後罐 （鐺4號罐） よ

リ シ ラ ツ プ とし．て シ ラ ツ ブ pump に 依 り結晶罐に 遞 られ 　：， o

　蒸刺 鱒 1記の 奴 第 1號癨 の 加｝囎 匐 二 入リ第 膿 の 勲 トよ り…ff發 蛎 捌 鶉 刺 悌 2 號罐の 加熱室 1二入 LJ　，第

2 號罐 中 の 蔗 汁 の 加熱 用 に供 tfられ 順 次 進み て 最 後 罐 の 蒸 氣 ｛嘶 隻水 器に て 復ホ t ・不 凝 縮 天斯ば 巓空af　y プ に 佐

り排 出 され る 。 効用儂 内の er／：度は 2 蜘 3 鑑 嬢 ヒ漸坎 嵩 く、 蒸發濃度1釦 號 、 2 號 、
3 號 、礁 獻 漸攻低

・下 し減壓 、 低温 にて 薦糖 の 糶化 な 極．度に 防 ぎつ つ 潼縮す ろ の で あ 乙 。

　粗 シ ラ ッ プ を結晶罐に 逾 り、種 糖 （magma ）を加 へ 械！麟 （水 銀柱27吋），低 淵 （60℃ ）に て 加熟
　　　　　　　　　　　　　　 ヒ
濃縮 し種糖の 豬晶を育成 しつ つ 外部よ り絶 へ す シ ラ ツ プ を補給 し E

’−1下 （masscUit ） の 濃度を Bf三x

93°

前後に 濃縮 し て 、 藤糖 を細儲せ し め 遠心 分離磯に 依 り
’1 番糖を分離 す る 。 殘液 即 ち 1番蜜 ぱ

Br；x 　86°

前後 に し て 陶簾糖を約 55％ 含有 す る を以 て 更 に種糖 を混 人 し前同様 に し て濃縮 し 2 番糖

を分離する 。 殘 液即 ち2番蜜は Brix　83°

；c し て 簾糖を約 45％ 含有する が之 に雅鴦糖 を混和 し前同

様に し て 3 番糖及び 3番蜜を得 る 。

　 3番蜜 は Brlx　gD°

前後で 簾糖 を約 28％ 含有する通稱の 糖蜜 で あ る 。

　斯 の 矧 き操 作に よ り生産 された 糖蜜 は石灰法糖蜜と稱 し原料甘薦の 1・心 5％ 生 産され る。

　 2） 炭酸法の 概要

　熟域「lf蕉 （藤汁 Brix　2ウ・

） を四 重 MIIIに て 壓搾加水 （30％）した る混含粗薦汁 （Brix　14、
　pH

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

5．3） を 559C に 茄熟し 第 i規酸飽充槽に 逾 り、簾汁に炭酸 尾斯 （き）％） を吹込む と 同時に石灰乳

（BE　15°

） を添加 しで 、 簾 汁中 に 淡酸石灰 を 800〜9〕Om郎 L 膏有せ しめ簾汁中め 非繕分物質を沈澱

せ しめ る 。 其際簾汁 の pH は約 10〜11 とな る 。 　　　　　　　　　　
’

　次 に 第 1 壓濾機に て濾過 し膿 壓濾殘 渣ぱ原糟 瀬 量の 約 05 ％ 生一
タる 。 濾過1靜 きれた灘

『

は 第 i炭駿蔗汁 と稱し 、 第 2 炭酸 飽充槽の A 槽に邊 り更に 薦汁に炭酸瓦癬 （30％） を吹込みeCil’

の pH を 9A」9．4 と な し非糖分物質を沈澱せ し め た る後 、 75℃ 酎 80℃ に加熱 し第 2炭酸飽充槽の

B 艚に逾 り、炭酸瓦 斯 （30％） を吹込み pH を 8．4 となし焼澱を更 に 進行せ しめ簾汁中の 澱酸石

みξの 含有暈 を 500〜600mg 〆L に
・lrk少 せ し め る o

　　　　　　 ：

　斯 く螻理 され た灘 トは 第 2駆濾磯｝こ 途 り沈澱物質を 壓濾分離し 、 壓濾殘灘は 原 靴 酢蕉重量の 約

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

150 （大 津）　甘蔗汁 の 醗酵に 關 す る研究　（第 7 報）

O・1％ に 相當する 。 斯 く壓濾清淨 され た藤汁 を清淨蕉 汁 と稱し pH 　8．4、 炭酸石灰含量は 400NS 〕O

mg ／L で あ る 。

　第 2炭酸簾 汁は次に亞硫酸飽和槽に遞 り亞硫酸瓦斯 （SO ，10％） を藤汁中に 吹込み漂白する。 薦

汁の pH を 6・8・vZ2 となし薦11’申に SO ， を 100N200mg ／L を含宿せ し め る。 是即ち 酸性稀薦

汁 （Brix　14° ）で iら
’
るσ

　 之 を四種効用罐に て Brix　50°・v55 °

に まで 濃縮 し pH を 6．6 の 粗 シ ラ ツ プ となす。 之 を 80℃

1・加熬し壓鹸 ｝・ て 醜 したる後 50° C に 冷却 して 亞隙 飽和槽嘩 励 唖 硫酸瑙 （10％）を

吹込み漂白を爲 し 、 清淨 シ ラ ッ プ を得 る。 之 は 石灰分 （CaO ） 20D・v2400mgtL 亞硫酸 500〜609

mg ！L 含有 し ・ pH は 6・2・− 6・5 で あ る 。

　清淨 シ ラ 7プ は結晶罐に 遘 り石灰法に て 説明せ る と同 じ方法に 依 飢 1 〜 3番糖を分離レて 殘渣

として 1 ・v3 番蜜を生産する。

　 斯 くの 如 き操作 に依 り生産された糖蜜を炭酸法糖蜜と稱 し 、その 生産率は 原料甘蔗 の 2〜 3％ で

あ る。

　
13
） 亜硫酸法 の 概 要

　 熟成甘蔗 （薦汁 Brix　20°

）を四重 Mill に て 壓搾加水 （30％）し た る混合臙 ll・（Brix　14 、
　pH

5・3）を 75°
〜 80°C に加熟 し 石灰乳 （B6　15e） を添加 し 、 薦汁中 に 石 灰分 800・vlOOOmg ／L 含有

せ し め る と同時に亜硫酸瓦斯 （5 〜 12％） を吹込み 簾汁申に 亞硫酸 300mg ！L を含有する様に 操作

し簾汁申の 非糖分物質を沈澱せ しめる。　　　　　　　
’

　 斯 く處理 され た清淨薦汁は pH 　7．2’v7 ．4 となるが次に之 を 105℃ に加熱し沈澱槽に逾 り沈澱清

．澄せ しめる。

　 沈澱蔀は壓濾機 に て 壓濾し原料甘蔗 （重量）に 黝 し 15 〜25％ の 殘渣 を分離せ る清淨薦 汁は 前記

の 上澄液 と合併 し ， Strainerを通 じ夾雜物を除去す る 。 斯 く處理 さ れ た もの は 清淨薦汁 と稱せ ら

れ 、
’
石灰分 300・v500mg ／L ， 亞硫駿 SOONIOOOmg ／L を含有し 、　 pH 　7．2・− 7．4 で ある。 之 蓼直に

四重効用罐に て濃縮 し Brix150° 〜55°

となしたる後 、 中和櫓に 逾 り更に 亞硫酸瓦斯 （5卍12％）を

吹込み シ ラ ツ プ の 著色を防ぎ漂 白作用 を行ふ 。

　 斯 く慮理 され 尢 もの を清淨 シ ラ ヅ プ と稱 し 、 石灰分 を 2500〜 3000mg／L ， 亞 硫酸
．
を 2000N2COO

mgfL 含有し pH
』
は 6．3〜 6．5 とな る 。

　 清淨 シ ラ ツ プ は結晶罐 に逾 り、石灰法に て述べ た方法 と1呼 一操作に 依 り簾塘憂結晶 し て逹心分離

し 、 1〜3番糖 と 1州3番蜜 を生産す。 此 め 3番蜜を亞硫酸法糖蜜 と稱し 、 其の 生産率 は石灰法糖蜜

よ り少．く 、 炭酸法糖蜜よ り多 く、 普通 原料甘 藤 の 25〜3．5％ で あ る 。

II
， 各工 程に依る蔗汁及 シ ラツ ブの成命
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　F1   8， 及 2725　POJ の 熟戊甘薦 （薦汁 Brix　200） を壓搾し 之 に カi1ガ（ （35％）せ
」
る混合粗蔗 汁

及 び記 前各清淨工程に 依 る薦汁、シ ラ ツ プ等の 成分 （％）は次表の 樣で ある 。

1
癒

1齢 粗蔗汁 石 灰法瀚 爭

「薦 　　 軒

石 灰 法 粗 　石灰法稀釋
シ ラ ツ プ 粗．シ ラ ツ ブ

總

蔗

還

酸

　

灰

窒

燐

加

石

硫

珪

く但 Glucose　tミ じ く）

元

pH

　 分

　 糖

　 糟

　 　度

　 分

　 素

（PtOs）

（K ：O）

（CaO ）

（SOa ）

（Si（）コ）

ウ　ム

（B 「’x14

型狸
’x1 砌 （B 「’x5 鋤 幽

12，8211A70

．740

．85

．310

．4280

．05200100

．1850

．0520

，0870

．0410

．0240D620

。015

12．7811

．420

．760

．46

．Q40

．4450

，0450

．Oり60

．1250

．0550

ρ810

．OI6

α 0250

．0510

．003

1

．

ー

i−、
il
−

ー
−

5L4846292

．75

　 06

β70

．6780

，】460

．008
’

OJ 　170

．0820

ρ750

．0220

，0三30

，0360

、QO5

　 18．50

　 16．67

　 0．95

、　 0

　 7．01

　 0．557

　 0．057

　 0．002

　 0．050

　 0 ．038

　 0．032

　 0ρ05

　 0 ．005

　 0．009

　 Q、001

石灰法稀釋 炭酸法亀1
粗 シ ラ 上ン プ 　炭 酸 蔗 汁

1（B
・i・ 廟 7°

）1〈B
・ix！4・56 °

）

霞委 化 マ ゲ
，・ネ シ ウ ム

酸 化 ナ 　 　 リ

酸化鐵（Fe103）　＋　酸化
ア ル ミ ＝ ウ ム 　（Al：03）

酸

里

灰

酸

酸

　

ト

12」601L320

．68 ．
　 　 丶

07

．030

．4Q20

．043
广
α0010LO270

．0260

．0160

．0030

．0110

．014

α002

正2L5！

孟

謂
。 （磐卿

1：1：7
：：：：：

1：1慮
1：誰
：：課

　 0．OQ　1

総

蔗

還

酸

　

灰

窒

燐

加

石

硫

珪

（但 Glttaose　 NL’
して ）

兀

崗

直餐 1七 マ ク
い

ネ γ ウ ム

酸 化 　丿
一
　　 り

酸 化鐵 （Fe20 呂）　＋ 　酸化
ア 〃 ミ 畠 ウ ム 　（AltOi）

酸

里

灰

酸

酸

　 　 分

　 糟

　 糖

　 度

　 　分

　 素

（PtOs）

（Kco ）

（CaO ）

（SOs ⊃

（SiO2）

ウ　 ム

2

誌鷺
炭

炭
欣

　

　
（

一

12．3410

，790

．98

　中性

7．340

．428

，0・Q310
．008　・

o，！080

．0870

．0850

．0130

ρ20

αC45Q

．001

炭 酸法酸性　 瞹 　酸　法　 炭 酸法稀釋
稀 庶 汁 　粗 シ ラ y’プ 　粗 シ ラ ツ プ
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　試驗方法 ：

　壓搾薫 汁 t 清澄簾汁， シ ラ
．
ツ ブ等 は 布濾した る後 （場合に 依 り之 を稀釋 し ）50cc を 100cc’鼻の

小醗酵壜に膝 り、 綿栓 を施 し 、 100°C に て毎 Fl30分隔宛 3ii開 Koch の 殺菌釜に て 殺菌 し 、
1週

開の 後、醗醒壜 （鹽化 カ ル シ ウ ム 管を附す）内 の 醗酵試驗液に SaCth．　fermesensisの 試驗管斜 1酊

雄養 （33
°C5H 間）を II：1金耳宛移殖し 35°C の 恒温器中に て醸酵せ しめ24時聞毎に 炭酸 が ス 疲

生量を檢 し 、 醸酵朕態 、 醗酵完 了後の 生 成酒精量を測定し た 。 各實驗 とも3佃 の
！
卜均を とつ た。

　1．醸酵終 了時闘　醗酵掖 は 24時閃毎 に 充分振 猷し て 沈澱酵母 を浮邂せ し め た る後利｛量を行 ひ 、

そ の 恒帰 とな りた る時 を以 て 、醸酵終 了 虻 る もの と見做 す 。

　2．釀酵 開始時隅 酵母移殖後碾 酵液面 に CO2 瓦斯が i
’
1 く雲の 如く見え始めた時 を以 て畷酵開

始 と見做す 。

　3． 酒 精生成量　穣酵 終了後 L澄液 50CF を綵 り・

「

巾和 した る後常法に依 り蒸溜し ・ 溜液 50cc

を取 り 15・ C に 於 て 比 重を測定 し て Gay −LussaC表 に 依 り酒精容量％を算出 し た 。

　 4， 酸度　　醗酵液 100cc を中利 する に 要する n −NaOH 液 の cc 數を以 て表 ば す。

　 5． 蔗 汀の 濃慶　20DC に 於 け る換算慶數を 示す。

　 6．水索 イ オ ン 濃度 　島津 衣素 f オ ン 測彡七器 に 依 り測定 した o
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